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道史編さん事業の概要と経過

ただいま紹介いただきました道庁の立澤で
す。どうぞよろしくお願いいたします。
現職には昨年の 4月から従事しております。

「編さん事務の担当者から，話をしてほしい。」
とのオーダーが主催者様からございまして，道
庁の末端の管理職であります私がこのような形
で登壇しております。大変，身に余ることと
思っておりますが，貴重なこの機会に道史編さ
ん事業の概要と経過についてお話しさせていた
だきます。
なお，個人的な意見を述べてしまうことがあ

るかもしれませんが，それは道の見解ではござ
いませんので，あらかじめお断りしておきま
す。
まず，道史編さん事業の概要についてお話し

させていただきます。
スライドでは，道庁の

ホームページから紹介して
おります（図 1）。一般の
皆様から，「道史編さん事
業とは何ですか」という問
合せがあった場合には，こ
のように答えることになり
ます。
資料編 2は，『北海道現

代史』5巻のなかの資料編
3冊のうちの 1冊というこ
とになります。
本日のシンポジウムでは

この概要からもう少し掘り
下げて，以下説明させてい

ただきます。

道史編さん事業のはじまり

今から 8年前，平成 27年，4期目を迎えた
高橋はるみ知事が，知事選の公約に掲げた政策
に「次代に引き継ぐ歴史的資産プログラム」と
いうものがございました。このうちの項目 2，
「北海道 150年のマイルストーンづくり」に関
連してこの北海道史の編さんということが検討
の俎上にあがりました。
私事で恐縮なのですが，当時，私はこの 150

年に関する施策を検討していた部署と同じ部屋
に席を置いておりまして，私の方はプログラム
の三つ目「未来を託すグローバル人財育成プロ
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道史編さん事業の概要

• 道庁（道史編さん室）のホームページ

1出典：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/bsh/hokkaido-shi/hokkaido-shi/zigyou-no-gaiyou.html
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グラム」を検討していたという縁がございまし
た。はた目で見ていて「ああ，大変そうだな」
と思っていたのですが，その関連事業にこうし
て今，自分が携わっているのも何かの縁だと感
じております。
余談的なことを述べましたが，道史編さんの

開始について公式に表明されたのは平成 28年
6月の北海道議会の議論の中でした。道議会の
会派である「自民党・道民会議」の所属議員の
一般質問の中で，北海道 150年を機に北海道史
の編さんを進めるべきと質されております。こ
れに関しまして，道は『新北海道史』というも
のを 50年程度前に出しており，その後継の北
海道史の編さんに取り組んでまいりますとの趣
旨を知事が答弁し，北海道命名 150年のこの節
目（平成 30年（2018年））に向けて検討が加
速していくことになります。

道史編さん事業の概要

まず，編さん開始にあたりまして「道史編さ
ん大綱」が知事決定されました。
編さんの目的といたしましては，「郷土の歴

史に対する道民の理解と関心を深める。」また，
「歴史的な資料を道民共有の貴重な財産として
後世に伝え，本道の学術・文化の振興に寄与す
る。」この 2点を柱にしております。
編さんの方針でも，「高度な学術研究の水準

を保つこと」，「道民に親しまれるものとするこ
と」，この両立を掲げているほか，「資料の提示
に重点を置いた内容とする」という資料編の重
視を打ち出しております。
大綱の策定に当たりましては，平成 29年度，

3度にわたり有識者懇談会を開催して検討する
とともに，パブリックコメントで道民意見をい
ただいております。
有識者懇談会の議論につきましては，後ほど

説明いたします。
ここでは，パブリックコメントで寄せられた

意見について主なものを紹介いたします。

まず，道民の理解と関心を深めること，道民
に親しまれるものとすること，（高度な学術研
究の水準を保つことと）この両方を追い求める
のはなかなか難しいのではないかということ
で，（これらを）削除したらどうかといったご
意見もありました。ただ，この事業は道費によ
る事業であることを踏まえますと，これらも主
要な目的であると考えられ，外すことはできな
いものでした。また，資料やデータ，写真を多
くとの意見もいただきました。

組織体制

編さんを担うのは，知事の附属機関である道
史編さん委員会です。この（スライドに示し
た）1グループで道史編さん委員会となってお
りますが，有識者，学識者，一般公募も含め
15名の委員が重要事項の審議に当たっていま
す。
また，その下には，5つの部会が置かれて編
さんの実務に当たっています。
資料編 2を担当するのは産業・経済部会で，
本日講演される板垣先生，満薗先生，市川先生
にも調査研究委員として所属していただいてお
ります。
そして，事務局は道史編さん室，室長は，今
は文書課長が兼務しておりますが，この道史編
さん室長を筆頭として現在 8名の体制となって
います。
最初は，この（左の）写真のとおり赤れんが
庁舎の中にあったのですが，現在は，本庁舎の
5階（右の写真）にあります。看板が赤れんが
仕様だったものですから，今ここにどんと大き
な看板があり，若干浮いた感じにはなっていま
す（図 2）。

予算

グラフの下から始まっていますが（図 3），
平成 29年度に「編さん大綱」検討に係る経費
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など準備の経費が 500万円
ほど計上されました。編さ
んがスタートした平成 30

年度からは，概ね 1,000万
円前後の事業費となってお
ります。下図の色の濃いグ
ラフは資料編 2が刊行され
た年度ですが，刊行が始ま
りますと印刷製本費が加わ
りまして，2,000万円余り
の事業費となりました。
なお，この（真ん中と右の）二つの表は道庁

の『予算の概要』から取っています。このよう
な形で平成 29年度と平成 30年度はいわゆる北
海道 150年に関連した道の重点施策ということ
で打ち出されたこともあり，予算書に事業の概
要を載せていただいていますが，その後はあま
り表に出ることはなく，淡々とストイックに事
業が続いています。

以上が内容で，ここからは編さんの経過とな
ります。

資料編の構成検討の経過

当初の構想では，「道史編さん大綱（基本フ
レーム）」のところですが，知事が「後継の北
海道史」と答弁したことからも分かりますとお

図 2

図 3

道史編さん事業の概要③

• 予算

上 ：『平成２９年度 予算の概要（第一回定例会）』から抜粋
右 ：『平成３０年度 予算の概要（第一回定例会）』から抜粋0 20 40
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り，前の道史の続きである昭和 45年以降を対
象に，通史編 1巻，資料編 4巻の計 5巻として
おりました。
そうしたところ，これは事前に（この内容

の）報道があったようなのですが，道内の歴史
考古研究団体を中心として，対象とする時代を
限定せずにやってほしいといった要望が寄せら
れました。これを踏まえた案として，昭和 20

年以降の現代を対象に通史編 1巻，資料編は 3

～4巻，ほかに全時代を対象とした通史や年表
を作る案も併記して，第 1回の有識者懇談会に
提示しました。
2か月後に開かれた第 2回の有識者懇談会で
は，第 1回の意見を踏まえ，第二次世界大戦以
後を対象として通史編 2巻，資料編 3巻という
案を提示し，おおむね有識者の委員の皆様の了
解を得ました。
また，資料編 3巻の構成については，このと
きからもう資料編 2が産業・経済となってお
り，この検討案をベースに現在まで進んでいま
す。
大綱の成案では，「第 2次世界大戦後を主た

る対象」というように「主たる」を入れ，通史
編は「1巻または 2巻」という形で，ある程度
この後の検討に含みを持たせています。
次に，産業・経済部会での検討ですが，編さ

ん計画では資料編 2が最初の刊行と決まったも
のですから，幾つかの重要な論点について先陣
を切って検討していただきました。北海道大学
名誉教授の坂下明彦部会長，北海学園大学名誉
教授の奥田仁部会長代理をはじめとする産業・
経済部会の委員の皆様に改めて感謝申し上げた
いと思っております。
まず，時期について，いつからいつまで掲載

するのかという議論がなされました。
委員の皆様からは，情報通信産業においては

2000年で区切ると説明しづらい，ソフトウェ
ア関係はほとんど入ってこない，戦後の電源の
推移を見る場合，構造改革はこの辺を境に進展
しているので，産業史の意味が半減してしま

う，といった意見が出されました。
これについては，最終的には「道史編さん計
画」におきまして，対象時期は第二次世界大戦
後から 2003年までと（目安としていた 2000年
から）3年延び，資料編への掲載資料は基本的
にこの範囲内にとどめるとされました。ただ
し，区切りが困難な部分は通史編の叙述の中で
フォローすることも，あわせて決まっておりま
す。

資料掲載の方向性の検討

こちらも委員からは，道民目線で言うと，資
料ではなくグラフや表にしたほうが一目瞭然で
はないか，満薗先生からは，資料編をわざわざ
作るのだから，このような資料があるというこ
とを示すという意味でも一次資料から取ってく
るべきではないかなど，また，資料編は通史を
書くのに参考にすべきものが出ているものであ
るとか，戦後から一貫した統計データを載せる
ことも大事ではないか，などの意見がありまし
た。
これはまさに根幹の部分ですので，いろいろ
な意見が寄せられました。その結果，掲載の方
向性について指針のようなものを示せないかと
いうことで，「実証性」と「希少性」の高いも
のを優先するというような議論も（各部会の代
表者からなる）企画編集部会のほうでしていた
だきました。最終的には，（産業・経済）部会
長の発言ですが，「それぞれの担当の知恵の範
囲内で整理を進めていただく」，という形で資
料編 2はできています。
また，統計については通史編で取り上げるの
がよいのではないかということで結論が出てお
ります。

道史編さん室の作業を紹介

まず「リスト類の作成」というところで，膨
大なものなのですが，新聞記事の見出しリス
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ト，占領期の文書目録など作成させていただい
ています。
また，資料調査というところで，これがまさ

にメインだと思うのですが，調査先との折衝，
日程調整，撮影などを行っており，トータル
206件にのぼります。この資料調査は，ハマる
人はハマる作業でして，これは編さん室の職員
の話ですが，新婚旅行の最中に奥さんに，
ちょっと 1人で行動していいかと頼んで，何を
するのかというと，その地域にある関連する資
料を撮りに行ってきたと。本当に行ったのか分
かりませんが，そういう逸話も残されておりま
す。
次に，筆耕・校正の作業ですが，撮影・複写

した資料を道民の皆様が読みやすいように，旧
字体を新字体に直すなどして翻刻をしていま
す。あとは，権利者の方がいらっしゃいますの
で，掲載許諾手続を行うなど，どちらも大変気
を遣う作業ですが，編さん室の担当者の尽力に
より，今のところ大きな問題はありません。

むすび

今回のシンポジウムのチラシをよく読むと，
「道史編さん室の方からそもそも道史編さん事
業とは何かをお話しいただく」との記載があり
ます。これは大変重たい問いだなと受け止めて
おります。
編さんの目的としては最初に示した二つにな

りますが，まさに二兎を追うような目的です。

ただ，近年では「進めば二つ手に入る」という
言葉もあります。委員の皆様には解説の工夫，
資料の選び方など大変なお知恵とご苦労をいた
だいておりますことに，この場を借りて感謝申
し上げる次第です。
その上で，道といたしましては，こういった

「歴史的な資源」を「地域振興」や「観光」に
結びつける施策もございます。しかしながら，
この道史編さん事業というのは，知事の序文に
もありますが「ふるさとの歴史を振り返ってそ
の営みを学ぶ」ことが「挑戦し続ける力とな
り，北海道がさらなる飛躍を遂げる糧となる」
とあります。大変ストイックですが，道民の皆
様と歴史を学んでいくことが第 1であると，考
えております。
問いの答えになっているかどうか分かりませ
んが，これでお話を終わらせていただきます。
まだまだ資料編 2は紙媒体でも売っております
ので，ぜひお買い求めいただければと思いま
す。
ご清聴，どうもありがとうございました。

（拍手）

平本：立澤さん，どうもありがとうございまし
た。
何のために北海道がこういう道史の編さんを
しているのかという本質的なところについて，
最後に非常に簡潔にお答えいただきました。あ
りがとうございます。
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